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考慮した耐震性能評価法の提案を目的としたものであり、全 7 章で構成されている。  
  
 第 1 章は序論であり、研究の背景を記述し、関連分野の既往の研究を概観した上で、
研究目的と論文の構成を述べている。  
 
 第 2 章では、和歌山県有田郡湯浅町における伝統木造住宅の構造的特徴と耐震性能









 第 3 章では、三重県亀山市関町における伝統木造住宅の構造的特徴と耐震性能の把
握を目的として、12 棟の住宅に対して 2 章と同様の現地調査を実施している。その結
果、住宅の構造的特徴として、 i) 1 階と 2 階の間取りが一致せず、1 階と 2 階で柱が通
っていない、 ii) 隣接する住宅の柱や屋根などを一体化して、1 棟に改築している、 iii) 
2 階に、防火目的の二重壁、直下に柱の存在しない壁や二重床などが見られる、といっ
た複雑な平面や構造を有する住宅が多いことを明らかにしている。また、重量が比較
的大きく 1 階の壁量が少ないため、間口方向の耐力が著しく低い 2 階建の住宅がある
ことを指摘している。  
 
 第 4 章では、奈良県五條市五條新町における伝統木造住宅の構造的特徴と耐震性能
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 第 7 章は結論であり、本論文で得られた成果について要約し、さらに、今後の課題につ
いて言及している。  
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平成 29 年 1 月 24 日、論文内容とそれに関連した事項について試問を行って、申請者が
博士後期課程学位取得基準を満たしていることを確認し、合格と認めた。  
 
 
 
